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佐渡島から得られた新潟県初記録のヤリミミズハゼ

是枝伶旺 1・藤井星渚 2・本村浩之 3

Two specimens (49.7–54.0 mm standard length) of Luciogo-
bius platycephalus (Gobiidae) were collected from Sado Island, 
Niigata Prefecture, Japan. On the Sea of Japan coast, the spe-
cies has been recorded from Aomori, Shimane, and Nagasaki 
(Tsu-shima island) prefectures, Japan and the south coast of Ko-
rea. Thus, these Sado Island specimens represent the first record 
from Niigata Prefecture. Six species of Luciogobius [(L. grandis, 
L. guttatus, L. martellii, L. pallidus, L. yubai, Luciogobius sp. 6 
sensu Shuibukawa et al. (2019)] have previously been recorded 
from Niigata Prefecture, and L. platycephalus recorded in this 
study represents the seventh species of the genus from the pre-
fecture.
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 Abstract

ミミズハゼ属 Luciogobius Gill, 1859は無鱗で細長い体を

もち，その多くは海岸に堆積した砂礫間隙に潜行した隠蔽

性の高い生態をもつ小型のハゼ科魚類群である（Yamada 

et al., 2009；渋川ほか，2019, 2020；是枝ほか，2023）．本

属魚類は新潟県において，佐渡島を中心にオオミミズハ

ゼ Luciogobius grandis Arai, 1970，ミミズハゼ Luciogobius 

guttatus Gill, 1859，イドミミズハゼ Luciogobius pallidus 

Regan, 1940，ダイダイイソミミズハゼ Luciogobius yubai 

Ikeda, Tamada and Hirashima, 2019，およびカマヒレミミズ

ハゼ Luciogobius sp. 6 sensu Shibukawa et al. (2019)の生息

が知られていた（Honma, 1991；本間，1992；河野ほか，

2014; Ikeda et al., 2019；渋川ほか，2019）．なお，Honma (1991)

と本間（1992）がコマハゼ Inu koma Snyder, 1909とした種

（当時は Luciogobiusとして）は特徴的な色彩（地色が朱色

で目立った斑紋を体側にもたない）と眼下の皮摺からダイ

ダイイソミミズハゼであると考えられる．また，本間（1992）

がミミズハゼとして図示した個体は，尾柄部がやや短く，

尾鰭が体色同様に黒く，その後縁が半透明に縁どられるこ

とから，渋川ほか（2019）がイソミミズハゼ Luciogobius 

martellii Di Caporiacco 1948とした種であると考えられる．

したがって，新潟県においては 6種のミミズハゼ属魚類が

確認されていた．

2022年 7月 18日，佐渡島からヤリミミズハゼ Lucio-

gobius platycephalus Shiogaki and Dotsu, 1976が 2個体採集

された．ヤリミミズハゼは日本と韓国に分布し（Cho and 

Choi, 2014；渋川ほか，2019；是枝ほか，2023），国内にお

いては青森県から鹿児島県本土にかけての温帯域で広く

記録されているが（是枝ほか，2023），日本海沿岸におい

ては青森県竜飛（野村・塩垣，1992；塩垣ほか，2004），

島根県本土・壱岐島（Yamada et al., 2009: L. platycephalus 

Aとして），および長崎県対馬（Yamada et al., 2009: L. 

platycephalus Aとして）からの散発的な報告に限られてい

た．本種は人為的な活動の影響を受けやすい礫浜に生息す

ることから和歌山県，広島県，山口県の上関町においては

レッドリスト・レッドデータブックに掲載されており（レッ

ドリスト上関編集委員会，2012, 2016；吉郷，2021；平嶋，

2022），他地域においても同様に生息地が開発などの影響

を受けやすいと考えられる．佐渡島産の 2個体は本種の新

潟県初記録であるためここにその形態を詳述し，数少ない

日本海沿岸地域における本種の生息実態に関する知見の蓄

積に供する．

材料と方法
標本の計数・計測方法は渋川ほか（2019）と Koreeda 

and Motomura (2022)にしたがい，肛門と臀鰭起部間の距

離（AAA）は肛門後縁と臀鰭起部間の直線距離を計測し

た．標準体長（standard length）は体長または SLと表記し

た．計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位まで行い，
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計測値は体長に対する百分率で示した．内部形態の観察は

軟 X線写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，および

固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標本

は鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に保管されており，

上記の生鮮時の写真は同館のデータベースに登録されてい

る．

Luciogobius platycephalus Shiogaki and Dotsu, 1976

ヤリミミズハゼ
（Fig. 1）

標本　2 個体：KAUM–I. 180989，雌，体長 54.0 mm，

KAUM–I. 180990，雌，体長 49.7 mm，新潟県佐渡市戸地

の礫浜（38°06′00′′N, 138°15′40′′E），2022年 7月 18日，徒手，

藤井星渚．

記載　計数・計測値は Table 1に示した．体は下方およ

び後方につれてよく側扁する円筒形で，体腹面は背面より

やや強く側扁する．頭部はよく縦扁し，横断面は下方へ突

出した三角形（躯幹部よりやや鋭角）．眼は小さく，頭部

背側面に位置し，頭部背縁からわずかに突出するが，皮下

に浅く埋没する．眼を覆う皮膚の背面は丸く，尖らない．

両眼間隔はやや広く，吻長よりわずかに短い．眼の前縁付

近には，両眼間を横断する低い隆起線をもつ．前鼻孔は上

唇の直前に位置しており，短い管状の皮弁をもち，その先

端は上唇に達するが越えない．後鼻孔は眼の直前に位置し，

円形．頭部背面は眼の後方から項部にかけて背面・側面方

向へやや隆起するが，両眼間から続く頭部背面の正中線上

は凹む．眼下には前鼻孔皮弁の基部直下付近から眼直下の

やや後方にかけて縦走する低い隆起線をもち，その外縁は

わずかに波打つが明瞭なヒゲ状の突出とはならない．口裂

は端位でやや大きく，上顎後端は眼の直下よりやや後方に

位置する．吻端にあたる上顎の中央部はやや後方へ湾入す

る．両顎には複数の小さな円錐歯からなる歯帯をもつ．舌

は口床から遊離し，その先端はわずかに後方へ湾入する．

鰓孔は狭く，その上端は胸鰭基部上端から下端のわずかに

下方付近に限られる．鰓蓋縁は滑らかで，鰓孔下端付近に

は後方へ伸びる小さな皮弁をもつ．肛門は体の中央よりわ

ずかに後方の体腹面に位置する．泌尿生殖孔突起は肛門の

直後に位置し，細長く，腹面に細い縦方向のスリットをも

つ．

背鰭はやや小さくかつ低く，起部が肛門よりかなり後

方に位置し，その背縁は基底部中央直上よりやや後方にか

けて上昇したのち，最終鰭条先端にかけて緩やかに下降す

る．背鰭最終鰭条は基部で分枝し，後方の分枝は前方の分

枝よりやや短く，縁辺は滑らか．臀鰭は背鰭と同程度の高

さで基底部は背鰭より長く，起部は肛門より後方に位置し，

Fig. 1. Specimens of Luciogobius platycephalus (A, B: KAUM–I. 180989, 54.0 mm SL; C, D: KAUM–I. 180990, 49.7 mm SL) from 
Sado Island, Niigata Prefecture, Japan. A and C, and B and D indicate fresh specimens and X-ray photographs, respectively.
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肛門と臀鰭起部間の距離は同区間における体高の半分以上

あり，基底後端は背鰭基底後端よりわずかに前方に位置し，

臀鰭の外縁は起部から基底中央の直上付近にかけて下降

し，最終鰭条先端にかけて緩やかに上昇する．胸鰭は小さ

く，概ね円形で，基部は体側中央付近の高さに位置し，上

端は下端より極めてわずかに前方にあり，胸鰭鰭条のうち

上端の 3–4鰭条は顕著に遊離する（遊離鰭条のみ不分枝）．

腹鰭は小さく，左右が膜で癒合した吸盤状で，起部は胸鰭

基底直下よりわずかに後方に位置する．尾鰭は截形で，後

縁はやや丸い．

頭部感覚管をもたない．頭部の孔器は破損した部分が

大きく，列の観察はできていない．

肋骨は第 2椎骨以降の腹椎骨にみられる．血管棘基部

前端には間接突起が発達する．臀鰭最前の近位担鰭骨は

KAUM–I. 180989では 2本，KAUM–I. 180990では 1本で，

第 19椎骨（第 2尾椎骨）の血管棘の直後に挿入される

（KAUM–I. 180989のもつ 2本の近位担鰭骨のうち後方の

ものは第 20椎骨のもつ血管棘の直後に挿入される）．

色彩　生鮮時（Fig. 1）―体は黄色みをおびた緑褐色を

呈し，背面ほど暗く，頭部から肛門付近にかけての体腹面

は淡褐色．体腹面を除き，体部には眼径以下の大きさの

濃褐色や灰色の小斑が散財する．背鰭は体部と同様の色

彩を呈する．臀鰭は KAUM–I. 180990では背鰭同様だが，

KAUM–I. 180989は基底先端部付近を除いて白色半透明．

胸鰭は暗い黄色の半透明．腹鰭は白色から暗い黄色の半透

明．尾鰭は体色同様の色彩を呈するが（KAUM–I. 180989

では表皮の損傷に伴い部分的に灰色），外縁部は赤みを帯

びる．

同定　佐渡島産の標本は背鰭総鰭条数が 11–12，臀鰭総

鰭条数が 14，胸鰭鰭条数が 14で上部の 3–4鰭条が遊離し，

分枝鰭条数が 10–11，AAAが肛門直上の体高の半分以上，

および脊椎骨数が 17 + 24 = 41であることが Shiogaki and 

Dotsu (1976)と渋川ほか（2019）の示したヤリミミズハゼ

の形態的特徴に一致し，本種に同定された．

分布　日本と韓国に分布し（Cho and Choi, 2014；渋川

ほか，2019），国内では青森県竜飛・佐井（野村・塩垣，

1992；藍澤，2000；明仁ほか，2013），茨城県から宮崎県

にかけての太平洋沿岸［茨城県（稲葉，2004），千葉県（明

仁ほか，2013），静岡県（新井，1981；渋川ほか，2019），

和歌山県（Yamada et al., 2009；平嶋，2018, 2022；前田・

平嶋，2020, 2021），高知県（平田ほか，1996），愛媛県（高

木ほか，2010），宮崎県（是枝ほか，2023）］，島根県から

鹿児島県にかけての日本海・東シナ海沿岸［島根県釜浦・

壱岐島（Yamada et al., 2009），長崎県長崎半島・福江島・

対馬（Shiogaki and Dotsu, 1976; Yamada et al., 2009；塩垣・

道津，1977；藍澤，2006; Yamada et al., 2009），鹿児島県薩

摩半島（田代ほか，2022）］，瀬戸内海［大阪府（渋川ほ

か，2019），兵庫県淡路島（山下・菅，2021），広島県（吉

郷，2018, 2021；吉郷・吉郷，2018），山口県（Yamada et 

al., 2009；レッドリスト上関編集委員会，2012, 2016），愛

媛県（辻，2013）］，および鹿児島湾（是枝ほか，2020）か

らの記録が知られる．本研究において新たに新潟県（佐渡）

から本種が記録された．

上記の Yamada et al. (2009)に基づく記録は Luciogobius 

platycephalus Aに基づいており，これと姉妹群を形成する

Luciogobius platycephalus Bは是枝ほか（2023）同様にヤリ

ミミズハゼの記録から除外した．Motomura et al. (2010)が

屋久島から報告したヤリミミズハゼはミミズハゼに再同定

されており（渋川ほか，2019），本種の記録から除外した．

Table 1. Counts and measurements of Luciogobius platycephalus 
from Sado Island, Niigata Prefecture, Japan.

KAUM–I. 180989 180990
Sex female female
Standard length (SL; mm) 54.0 49.7
Counts
 Total dorsal-fin elements 12 11
 Total anal-fin elements 14 14
 Pectoral-fin rays 14 14
 Pectoral-fin free rays 4 4
 Pelvic-fin rays I, 5 I, 5
 Caudal-fin segmented rays 10 + 8 10 + 8
 Vertebrae 17 + 24 17 + 24
 P-V 22 22
Measurements (% SL)
 Head length (HL) 16.0 15.8
 Head depth 8.6 7.1
 Head width 9.9 10.1
 Snout length 4.3 4.4
 Upper-jaw length 5.0 4.8
 Eye diameter 1.2 1.3
 Interorbital width 3.6 3.7
 Body depth at pelvic-fin origin 9.8 9.4
 Body depth at anal 9.8 9.4
 Body depth at anal-fin origin 10.5 10.4
 Body width 9.9 9.1
 AAA distance 8.9 8.6
 Least caudal-peduncle depth 9.1 9.4
 Maximum caudal-peduncle depth 10.5 10.6
 Caudal-peduncle length 22.5 24.6
 Pre-anus length 52.2 52.4
 Pre-second dorsal-fin length 66.8 66.6
 Pre-anal-fin length 62.2 61.4
 Pre-pelvic-fin length 19.3 19.2
 Second dorsal-fin base length 13.9 10.8
 Anal-fin base length 15.9 14.4
 Pectoral-fin length 6.2 6.0
 Pelvic-fin length 3.9 3.8
 Caudal-fin length 11.1 12.0
Measurements (% HL)
 Head depth 53.9 45.2
 Head width 61.9 64.1
 Snout length 26.6 27.8
 Upper-jaw length 32.8 30.6
 Eye diameter 7.5 8.5
 Interorbital width 22.2 23.4
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Motomura and Harazaki (2017)の記録も同一標本に基づいて

おり，含めていない．

採集地の環境　ヤリミミズハゼは佐渡島北西部の礫
浜（Fig. 2）にて採集された．この礫浜の北側は主に直径

30–50 cmの岩，南側は直径 1–10 cmの礫で構成され，後

者には直径 10–30 cmの岩が混じっていた．また，付近に

は小河川からの淡水流入が確認された．本種は礫浜の南側

において直径 1–10 cmの礫を 10 cm程度除去したところ採

集された．本種と同所的に多数のオオミミズハゼも観察さ

れ，個体数はオオミミズハゼの方が多い．

備考　KAUM–I. 180989は軟 X線写真より甲幅 2.4 mm

かつ甲長 1.8 mmほどの短尾下目甲殻類が消化管内容物と

して観察された．本種の食性に関する報告には塩垣・道津

（1977）があり，長崎県産の本種の消化管内容物として「稚

エビ，稚ガニ，アミ類，ヨコエビ類」がみられ，玉石間隙

に生息する小型甲殻類が餌資源として用いられている可能

性が示されていた．

ミミズハゼ属魚類の臀鰭第 1棘の近位担鰭骨は通常 1

本であるが（例えば，渋川ほか，2020: fig. 15B；本研究，

Fig. 1D；是枝，未発表），KAUM–I. 180990には 2本みられた．

しかし，他の形質においては変異が見られないため，奇形

とみなした．
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